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◎富山県の東端、新潟県との県境の町

●人口 １０，６８４人

●世帯数 ４，６０８世帯

（令和６年２月末）

【東京からのアクセス】

●平成２７年３月１４日に

北陸新幹線が開業！

●車 ⇒ 約５時間（北陸自動車道「朝日ＩＣ」）

●主要道路 ⇒ 国道８号

【朝日町ってこんなところ】

ココです

富山駅まで約２時間で到着！
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【朝日町ってこんなところ】

↑日本の渚百選にも
選ばれたヒスイ海岸

←舟川べりの春の風景
（春の四重奏）

●地震・台風等の災害が少ない

●雪はもちろん降りますが、大丈夫

●翡翠の原石を拾うことができるヒスイ海岸や

舟川べりの春の風景など、

美しい自然と魅力ある

観光資源が満載です。
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ビーチボール競技

７月“翡翠カップ”
ビーチボール全国大会

（令和元年度：150チーム、750名参加）

９月 全国ビーチボール競技大会
（令和元年度：328チーム、1,595名参加）

「いつでも どこでも だれでも」
が気軽に楽しめる

発祥の地！

【朝日町ってこんなところ】
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朝日町の郷土料理

『秘密のケンミンＳＨＯＷ』

で紹介されました。

たら汁街道 大人気！

たら汁

【朝日町ってこんなところ】
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第５次朝日町総合計画(H28～R7)

●将来像

「夢と希望が持てるまちづくり 朝日町」

●基本テーマ
◎ 子育て応援日本一のまち
◎ 移住・定住・交流で賑わうまち
◎ 生涯健康で活躍できるまち

●まちづくりの７つの柱
① 子育て・教育、② 健康・福祉、③ 産業振興、
④ 観光・交流、⑤ 定住、⑥ 安全・安心、⑦ 生活基盤

朝日町では持続可能なまちづくりを目指し、令和３年度か
ら「第５次朝日町総合計画 後期基本計画」がスタートしまし
た。この総合計画には、「夢と希望が持てるまちづくり 朝
日町」を将来像に掲げるとともに、次の３つの基本テーマ、
まちづくりの７つの柱に沿って各種施策を展開しています。

6



第２期朝日町総合戦略

●キャッチフレーズ

変えるんです “朝日町”
変わってきているんです“朝日町”

●基本目標（＝総合計画での重点プロジェクト）

◎ 町に仕事をつくる、町の稼ぐ力・魅力を高める
◎ 町への人の流れをつくる、町に人を呼び込む
◎ 町民の結婚・出産・子育てを応援する
◎ 時代に合った地域づくりを進める

町では、第１期総合戦略に引き続き、町の人口ビジョンを
踏まえつつ、地域の特性や強みを活かしながら、人口減少対
策に重点を置いた施策を推進する計画として、令和２年３月
に「第２期朝日町総合戦略」を策定しました。
この総合戦略は、第５次総合計画の重点プロジェクトとし

て位置付け、「ここまでやらなければ、町は変わらない」、
「朝日町を再生する」を目指す基本コンセプトとし、
キャッチフレーズを次のとおりとしました。
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総合計画・総合戦略・過疎計画 等
関係イメージ図
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●計画期間 平成２８年度～令和７年度（10 箇年） 
   

【将来像】 

 夢と希望が持てるまちづくり 朝日町 
 
【基本目標・まちづくりの柱】 

① 子育て・教育、② 健康・福祉、③ 産業振興 

④ 観光交流、⑤ 定住、⑥ 安心・安全、⑦ 生活基盤 
 
※施策分野にとらわれず、総合的・横断的に展開 

  基本計画（前期・後期 R3〜R7） 

実施計画（前期・後期 R3～R7） 

 

●地域の自立促進の基本方針 

①住み続けたいまちづくり 

②やさしさがあふれるまちづくり 

③活力あるまちづくり 

●計画期間（５箇年） 

第２次：平成２８年度～令和２年度 

 

第３次：令和３年度～令和７年度  

（予定） 

 

●計画期間（５箇年） 

第 1 期：平成 27 年度～令和元年度 

第 2 期：令和 2 年度～令和 6 年度 

 

①町に仕事をつくる、町の稼ぐ力・魅力を高める 
②町への人の流れをつくる、町に人を呼び込む 
③町民の結婚・出産・子育てを応援する 
④時代に合った地域づくりを進める 

 
Ⅰ：人口の現状分析 

●人口動向や将来人口推計の分析 
Ⅱ：人口の将来展望 

●目指すべき将来の方向性や施策の方向性を
踏まえた人口の将来展望 

 
※総合計画のうち、
次の政策分野を朝
日町版の総合戦略
として策定する。 

 
①安定雇用創出 
②地方への人の流れ 
③結婚・出産・子育て 
④地域づくり 

具 体 的 な 施 策 

●朝日町再生会議・再生事業 

●タウンミーティング・出前講座 
●ふるさとへの提言 
●町民アンケート    等 



【テーマ１】子育て応援日本一のまち
朝日町は、「子育て応援日本一のまち」を目指していきます。

● あいのトキめき出生祝福事業
● あさひＤＥ子育てアプリ
● おうちで子育て応援金の支給
● 高校生世代までの医療費無償化
● 保育料軽減、乳児、早朝・延長保育
● 病児・病後児保育
● 小学校新１年生へ体操服をプレゼント
● 小・中学校給食費全額補助（無償化）
● タブレット型端末及び校内無線ＬＡＮの整備
● 学習者用デジタル教科書の導入
● コミュニティ・スクールと地域学校協働活動の一体的推進（R4～）

● 保小中一貫教育推進事業
● 朝日町型部活動コミュニティクラブ 等

“明日を担う子どもたち”を
大切に育んでいきます。
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【子育て・教育】

＊木製品は朝日町に出生届を提出された
町外・県外の方にもプレゼント！
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「あいのトキめき婚姻・出生祝福事業」

◎出生届
●誕生祝い金
（第１･２子 １０万円、
第３･４子 ２０万円、
第５子～ ４０万円 ）

●木製品（朝日町産材使用）

・椅子又は積み木

このほかに「出産・子育て応援交付金事業」として
☆妊娠時に５万円
☆出生時に５万円 を手厚く支給！



【子育て・教育】
子育て世代の多くが利用するスマートフォンを活用した子育てアプリ

「あさひＤＥ子育てアプリ」

●アプリダウンロードにより母子
健康手帳と併用での健康記録、
成長記録補完や予防接種のスケ
ジュール管理、町からの子育て
情報配信など、妊娠から出産・
育児までをフルサポート。

子育て世代のみならず、
祖父母等ご家族の登録も
可能！ 家族の絆に。
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【子育て・教育】
富山県下No.1の子育て支援！全力でサポートします！

●おうちで子育てで、 を支給
●家庭で育児する世帯に対し、応援金を支給します。（※支給要件あり）

生後６ヶ月経過から２歳誕生月まで ：６万円/月
２歳誕生月の翌月から３歳誕生月まで：３万円/月

●０歳から高校生世代まで医療費はかかりません
●０歳から高校生世代まで、医療機関への入院、通院の保険診療医療費が 無料！

●待機児童ゼロ！保育料など
●３～５歳児の副食費(おかず代)は、いただきません！
●第２子 半額、第３子以降 無料
●延長保育料：無料（２１時まで）

●病児・病後児保育完備
●発熱や病気などでお困りの時に、保護者の方に代わって保育と看護を行います。

※利用時間：通常（８時３０分～１７時３０分）

延長（７時３０分～８時３０分、１７時３０分～１８時３０分）

※利用料金：通常（２５０円/時間）
（１時間） 延長（３００円/時間） ※食事料（３００円）
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※同時入所の有無は問いません。



【子育て・教育】
県内トップレベルの教育環境・教育支援

● 小学校新１年生へ体操服をプレゼント （各１着の購入を支援）

● 小中学校給食費全額補助（無償化）（小中学校９年間、給食費が無料）

● 小中学校へのエアコン設置 （全ての小中学校にエアコン完備）

● スタディメイト・英語指導員の配置 （学習活動上の支援を充実）

● スクールバスでの登下校 （児童生徒の登下校をサポート）

● 小中学生１人１台タブレット型端末及び校内無線ＬＡＮの整備

● 学習者用デジタル教科書の導入

（中学全生徒５教科（国数英社理）、小学５年生３教科（国算英）６年生４教科（国算英社））

● 小中連携（Ｒ３～）・保小中一貫教育（Ｒ４～）の推進
（「小１プロブレム」「中１ギャップ」の解消を図り、保小中12年間を通した学びの連続性）

● 朝日町型部活動コミュニティクラブ（Ｒ３～）
（「中学校の部活動」の一部を地域人材の協力による「地域クラブ活動」に段階的に移行し、
競技力向上と教員の働き方改革につなげる）

● ＡＩ学習ドリルの導入（Ｒ４～）（小学１年生～中学３年生全学年）
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【テーマ２】移住・定住・交流で賑わうまち

教育旅行における民泊体験

移住者との交流会

14

朝日町は、

「移住・定住・交流施策」
も積極的に展開しています。

① 空き家・空き地情報バンクの充実
●これまでに182件の売買・賃貸の契約成立

② 住宅取得費や家賃に対する支援

③ 空き家改修費補助事業
空き家家財道具等処分費補助事業

④ 移住に向けたお試し生活体験
●中長期（１ヶ月～１年）

２棟（さとやま住宅／なんぼ・こし住宅）

⑤移住定住に関する情報発信

⑥観光・交流事業
⑦地域おこし協力隊



◎「空き家情報バンク」も充実

【移住・定住】
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令和４年度（２月末現在）

マッチング実績２７件！
（賃貸６件、売買２１件）



◎朝日町へ転入し、住宅を取得される方
●新築・増改築の工事費
●中古住宅・建売住宅の購入費 費用の１０％、
●中古住宅のリフォーム費用 上限120・70・

(※リフォームは町内業者に限る。) 20万円
(※世帯状況に応じて、上限額が異なります。)

☆下記の対象となる場合は加算があります。
◎若年者加算：２５万円
（住宅取得者又はその配偶者が１８歳以上４０歳未満）

◎子育て加算：２５万円／人
（１８歳未満の子（高校３年生世代）を養育している世帯）

◎新婚加算 ：５０万円
（婚姻の届出日から請負(売買)契約日までの期間が５年以内の夫婦）

●宅地の取得費用
費用の１０％、上限５０万円

☆取得した土地が一定の要件を満たす町や事業者が
造成し分譲する土地の場合：７５万円（定額）加算

【移住・定住】
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加算上限額
１００万円



◎空き家情報バンクを利用して、
空き家に入居される方

●家賃助成…最長３年間、月額賃料の５０％
（上限２万円/月、 ※１人世帯除く）

◎町に転入し、民間賃貸アパート等に入居される方

●家賃助成…最長３年間、月額賃料の５０％
（上限１万円/月、 ※１人世帯除く）

【移住・定住】
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◎空き家改修費補助事業
●補助対象者：町内にある空き家所有者
●補助限度額：５０万円

（補助対象工事費の２分の１）
●補助対象条件：

①空き家情報バンクへの物件登録
②町内施工業者による

リフォーム工事 等

◎空き家家財道具等処分費補助事業
●補助対象者：町内にある空き家で、売買

又は賃貸契約が成立した
物件の所有者

●補助限度額：１０万円（１家屋につき）
（補助対象経費の２分の１ ）

●補助対象条件：
①空き家情報バンクを通じて売買又は
賃貸契約が成立した物件

②町内業者を利用 等

【移住・定住】
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ふるさと・農村体験、移住・半定住に向けた
お試し生活体験ができる！

朝日町ふるさと移住交流体験施設

『さゝ郷 ほたる交流館』

５日以内
500円/人～

※料金は利用日数／時間によって異
なります。

【移住・定住】
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ふるさと・農村体験、移住・半定住に向けた
お試し生活体験ができる！！

【移住・定住】

●さとやまお試し住宅
１月以上１年以内

25,000円/月

●なんぼ･こしお試し住宅
１月以上１年以内

20,000円/月
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【移住・定住】
「移住体験ツアー」について
●平成２８年１月から実施！

平成２９年度 １７組２６名が参加

平成３０年度 ３７組８３名が参加

令和 元年度 ２９組５０名が参加

令和 ２年度 １２組２３名が参加

令和 ３年度 ２０組３９名が参加

令和 ４年度 ３０組５６名が参加

※２月末現在

●あなたのご希望のコースへ！
スーパーや病院、移住者との交流

など、参加される方の行きたい場所へ
お連れします！

●ツアーは、随時開催中！ 21



移住定住拠点施設『こすぎ家』

【移住・定住】

空き家を活用し、移住・定住に関する窓口や、泊駅
前の利便性を活かした観光案内所。

構造：木造・平屋建て
面積：１００．０㎡
窓口：午前１０時～午後５時
休館：土曜日、日曜日、祝日

施設の役割：
●移住・定住の相談窓口
●住まいや仕事の紹介
●観光案内
●移住交流の場としての

施設提供
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ヒスイ海岸（宮崎・境海岸）・あさひ舟川 春の四重奏

朝日町が世界に誇る２大景勝地!!

日本の国石「ヒスイ」を含んだ石が

打ちあがる 通称「ヒスイ海岸」。
太古からの贈り物を探しに一年を

通して多くの人が訪れます。
ヒスイおじさん（ガイド）も人気！

北アルプスの残雪、桜並木、
チューリップ、菜の花の…
奇跡の共演！！

「あさひ舟川 春の四重奏」
１８０度の大パノラマ！

【観光・交流】
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◎交流の促進 合宿・教育旅行の推進

合宿や教育旅行の受け入れを通して、地域の人との
交流を図る。

合宿や教育旅行で町内の

宿泊施設を利用した際、その

経費の一部を補助

●合宿 ：1,000円/人泊

●教育旅行：2,000円/人泊

【観光・交流】
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教育旅行における

民泊体験。

それぞれの家庭の

生活は何をしても

新鮮！

どの顔も笑顔で

いっぱいになる。



●スマホ教室

【活躍（地域おこし協力隊）】

◎地域おこし協力隊が、町を盛り上げようと、

様々なイベントを企画・実施し、活躍しています！

●農業技術研修
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令和５年４月末現在の隊員数：６名

（農業振興、公共交通、デジタルサポート）

※令和５年度はデジタルサポートを中心に

隊員を募集します！



朝日町は、

「生涯健康で活躍できるまち」を目指しています。

●生涯健康
① フレイル予防
② 介護予防体操（ヨガ、ウォーキング、コアトレ、水中教室等）、

介護予防カフェ、認知症予防教室等
③ にこにこスポーツ広場、

スポーツデーの開催 等

●活躍（町民参加のまちづくり）
① 朝日町再生会議・再生事業
② 地域おこし協力隊
③ 地元若者、大学生
④ 産業振興・担い手

朝日町再生会議の様子

【テーマ３】生涯健康で活躍できるまち
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【健康・スポーツ】
◎フレイル予防で健康寿命をのばそう！

富山大学附属病院総合診療部山城教授の
指導のもと「地域活性化マイスター養成
講座」（修了生２０２名）や「コミュニ
ティー・ メディカルデザイナー養成講
座（修了生５４名）を実施。

東京大学高齢社会総合研究機構協力の
もと、高齢者同士でできるフレイル予防・
発見のための「フレイルチェック」を実施し
ています。

フレイルサポーター（３３名）が希望
する町内会やサロンなどを訪問して、
「フレイルチェック」を行い、評価や
アドバイスをしています。フレイルサポーター

フレイルチェック
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チェアエクササイズ

介護予防教室

介護予防カフェ

◎生涯現役！元気でいきいき！

【健康・スポーツ】
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いつまでも健康で、
自助・互助で取り組む介護予防
の推進を図っています。

いきいき百歳体操



【健康・スポーツ】
◎楽しく運動に親しむ機会づくり

にこにこスポーツ広場

まめなけ！あさひスポーツデー

ひすいスポーツクラブ

子どもから
大人まで

心身の健康の維持増進に向けて、誰もが気軽に楽しむことができる
健康スポーツの推進を図っています。

生涯の健康に繋がる子ども
の体力向上への取組も行っ
ています。
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◎町民参加、活躍 ⇒ 朝日町再生会議の立上げ
平成２７年１月、行政と町民が一体となって、

「夢と希望が持てるまちづくり」の推進を図ることを

目的に、『朝日町再生会議』を設立しました。その中で

の意見や内容等は提言書として、町に提出されました。

この提言書は「第５次朝日町総合計画」及び
「朝日町総合戦略」に反映しました。

●委員：町民からの公募による１３名
●任期：平成２７年１月～平成２９年３月
●第１回提言事業（１１事業）

・働くお母さんを“日本一”応援する事業、
・朝日町６次産業化構想、Ｕ．Ｉターン向け促進住宅事業 など

【活躍（町民参加のまちづくり）】
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◎町民参加、活躍 ⇒ 朝日町再生会議の深掘り
平成２８年度は、その提言内容をさらに発展・深化さ

せるため、
① 子育て・教育、② 観光振興
③ 産業振興、④ 定住・交流
の４班に分かれて協議を進め、
８つの具体的事業案を盛り込んだ
提言書が町に提出されました。

第２回提言事業（８事業）

●出前授業プロジェクト

●あさひいいね！いいね！

プロジェクト（アサヒーネ！）

●朝日町空き家再生構想

（アサヒリノベリア）など

H27.1月～H29.3月

●会議：２６回開催

（うち提言発表２回）

●講演会：４回

【活躍（朝日町再生会議）】
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◎第２期朝日町再生会議の開催
平成２９年度からは、「第２期」の朝日町再生会議が

スタートしました。

【活躍（朝日町再生会議）】

●委員等：２０～４０代の若い世代、１０名
◎公募による新規委員 ６名
◎第１期からの継続委員 ４名
この外、第１期委員からアドバイザーとして３名が就任

●任期 ：平成２９・３０年度の２箇年（会議１４回、講演会３回）

●テーマ：① 移住・定住､② 若者の活躍､③ 子育て応援

第３回提言事業（１１事業）
●ＳＮＳによる朝日町と

ツナガルプロジェクト
●滞留を生み出す事業
●地域の担い手をつくる事業
●自然を生かした子育てをできる町に など
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◎朝日町再生事業(町民参加型) ⇐ 朝日町再生会議
【令和２・３年度】

コロナ禍による社会変容のため、町内の各事業者の実態
や必要とされる支援など、農業、商工業や医療関係者等の
幅広い参集から、喫緊となる対応・対策を検討しました。

【令和４年度】
東大生と地域サポーター等の意見交換から、町における

地域資源（舟川の「春の四重奏」、ビーチボール全国大会）を活
かした、人を呼び込むことで生れるお金の落ちる仕組み、
「稼ぐ力」の施策創出に向け、提言を行いました。

【令和５年度】

。
【令和４年度】

【活躍（朝日町再生事業）】

●＜東大FSプログラムからの展開等＞

・ 令和４年度に取り組んだ地域資源の活用のための提言内容から、
実装に向けた検討やその可能性を探ります。

・ 直面する少子化及び高齢化のもと、「もっと変えるんです 朝日

町」の気概のもと、（仮称）第６次朝日町総合計画（R8～R17）の
策定を視野に、そのコンセプト作りを考えます。
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【活躍（農業研修生）】

34

◎朝日町新規就農者等研修宿泊施設(あさひ農学舎）
① 町外（県外）から、② 朝日町に移住し、③ 朝日町の農業を勉強し、

あるいは、経験を生かし、④ 朝日町の農業の後継者となっていただく（定住就農）

●研修期間：最大３年間 ⇒ 定住就農！！
●研修内容：①農業技術研修 及び ②田舎くらし研修

○ 農家での実践研修 ＋ ときどき座学
○ 農業に関する各種研修会へ参加
○ 販売実習、イベントへの出店
○ 研修終了後の目標に向けた活動

＋

○ 田舎くらし研修
地元集落に溶け込んだ農村生活を

積極的に行います。（※町内会に加入）

１ 宿泊棟（木造２階建て 個室８室＋共同キッチン外）

２ 研修棟（研修室、加工研修室）

３ 倉庫２棟（農機具格納庫、農作物保管庫）

４ 実証田（田３枚、ビニールハウス１棟）



高齢化が急速に進展する2025年の医療需要を見据えた地域医療構想に基
づき、あさひ総合病院における病棟再編を含めた今後のあり方やその活用
方法を協議するため、「あさひ総合病院病棟再編等検討委員会」を平成28
年6月に設置。病棟再編等に関する方向性が以下のとおり示され、平成
29・30年度に病院改修・整備を進めました。

《 あさひ総合病院 》
◎病棟再編

● 病棟再編については、朝日町の今後を見据えて「高齢者医療

の先進モデル」となる病院に再生する。

● 今後の看護師数を予測した場合、３病棟の維持は困難で

あり、病棟を２病棟に集約した病棟運営とする。

● ３階については、医療職員確保のため現状で不足している

会議室や研修室、図書室、職員休憩室などに改修すること。

また、６階については、既存のリハビリ施設を活用し、

新たに在宅医療と認知症や骨粗鬆症に対する施設を設ける。
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《 あさひ総合病院 》
◎病棟再編 ⇒ バージョンアップ

改修前 改修後（平成３１年4月～）

３ 階
病 棟

一般病棟 ４８床
３ 階

会議室、実習室、更衣室、図書室、
職員食堂、休憩室、仮眠室、倉庫等

４ 階
病 棟

一般病棟 ５４床
（うち結核病床 ５床） ４ 階

病 棟
一般病棟 56床

５ 階
病 棟

一般病棟 ４９床
※休床中 ５ 階

病 棟
地域包括ケア病棟 53床

６ 階
病 棟

回復期リハビリ病棟 ４８床

６ 階

・在宅介護支援センター
・認知症院内デイサービス（ひだまり）
・認知症カフェ（いきいきカフェ）
・ロコモセンター
・訪問リハビリテーション
・通所リハビリテーション
・地域医療推進室
・地域医療連携室

合 計
病 床 数

１９９床

合 計
病 床 数

１０９床

そ の 他

１階 外来点滴室（化学療法室）
２階 診療情報管理室
扇状地ネット参加

「急性期から在宅まで」

地域医療を支える中核病院

として『高齢者医療の先進

モデル病院』を目指す
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《 あさひ総合病院 》
◎寄附講座の開設（令和元年度～令和６年度）

あさひ総合病院で不足する診療分野の診療を富山大学附属病院の医師が担うこ

とにより、地域医療の充実に貢献する。

地域医療を通して、将来に向けた地域包括ケアを担う医療人材を育成する。

富山大学附属病院とあさひ総合病院の間で、病院機能の分化を踏まえた患者の

紹介・逆紹介の円滑化を図る。

富山大学附属病院

寄附講座の開設

朝日町（あさひ総合病院）

朝日・地域医療支援学講座
（朝日町寄附講座）

●医師の派遣
寄附講座教員
山田 徹 客員教授
福田晋平 客員助教

●学生・研修医の派遣

富山大学附属病院
地域医療支援サテライトセンター

（あさひ総合病院内）
●不足している分野の診療
●地域包括ケアを担う人材育成
●患者紹介の円滑化
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（人）

（年度）

富山大学附属病院 寄附講座開設
↓

《 あさひ総合病院 》
◎常勤医師数の推移（嘱託職員含む）
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（人）

（年度）

看護学生修学資金制度の大幅な改正
↓

看護学生修学資金制度の開始

↓

39

《 あさひ総合病院 》
◎看護師数（正職員・会計年度任用職員）の推移



◎さらなる企業誘致へ
朝日町では新たな企業用地を
整備し今後も企業誘致を進めます

《 企業誘致 》

◎直近５年間で４社の企業誘致に成功

40

・ポエック株式会社(広島県福山市)
金属材料加工事業を展開

・日本バイオ株式会社(千葉県松戸市)
コーヒー製造及び酵素の液体培養事業を展開

・株式会社Ｄ-Factory 省力化生産機械の設計・製造事業

・株式会社アムノス
富山大学が開発した特殊な技術で羊膜を乾燥させた

「ハイパードライ羊膜」の製造



《 雇用創出 》

41

●雇用創出奨励金
令和４年度より制度を拡充しました！

≪対象要件≫

① 朝日町民を正規雇用した事業所と就業者・・・・・・１０万円

② ①の方が２９歳以下である場合・・・・・・・・・・２０万円

③ ①の方が雇用前６ヶ月以内に転入している場合・・・６０万円

④ ③の方が２９歳以下である場合・・・・・・・・・・８０万円

⑤ 非正規の方を正規雇用した事業所・・・・・・・・・２０万円

●職業能力開発技能訓練奨励金
≪対象要件≫

〇６５歳未満で公立の職業能力開発技能訓練に

入所し、所定の技能訓練の課程を修了した方

≪奨励金額≫

・技能訓練課程期間が３カ月以上・・２万円

・技能訓練課程期間が３カ月未満・・１万円



◎三大都市圏にある都市部の企業の社員が、
そのノウハウや知見を活かし、
町の魅力や価値の向上のために活動して
いきます。

《地域活性化起業人》

42

外からの人材・企業等の活用！

令和元年度：３名（２社）創造系不動産株式会社

合同会社 マーチオークシー

令和２年度：１名（１社）創造系不動産株式会社

令和３年度：１名（１社）株式会社博報堂

令和４年度：２名（１社）株式会社博報堂

地域経済循環
分析サポート

地域特産品振興

公共交通

観光情報発信等

ＤＸ ＣＮ



◎地方へのビジネス参入を検討している
首都圏等の企業を朝日町へ誘致する
取組みを行っています。

《 サテライトオフィス誘致 》

朝日町見学に来町した企業数：３０社（累計）

43



44

①あさひまちバス ②ノッカルあさひまち

③あさひまちエクスプレス ④黒東タクシー

小型バス1台、ハイエース2台 住民マイカー+専用車両

町内全地区を網羅するコミュニティバス 住民の共助が支える新しい公共交通

＜運行概要＞ ※200円／回
・９路線、一日38便を3台で運行
・平日のみ、入善・黒部・糸魚川にも乗入
・自由乗降制を採用し、路線上の安全な場
所であればどこでも乗り降り可能
・鉄道のダイヤ改正に合わせて毎年見直し

⑤あいの風とやま鉄道

＜サービス概要＞ ※600円／回（相乗400円）

・事業者協力型自家用有償旅客運送の全
国第１号として、令和3年10月より始動
・ドライバーは住民、車両は住民のマイカー
・各地区と中心部を結ぶコースごとに、ドライ
バーの外出予定に合わせた時刻を設定
・前日17時までの事前予約制でタクシーと
棲み分け、土日を含め毎日運行可能

北陸新幹線駅と朝日町を結ぶ直通バス 自由度は№1、町内唯一の交通事業者 富山県民の生活路線

＜運行概要＞
・新幹線全便に接続
・春の四重奏開催中は
臨時便も運行
・ビジネス利用も多数

＜運行概要＞
・初乗り620円
・夏季には朝日岳登山
タクシーとしても活躍

※当該事業者がバス運行も受託

＜運行概要＞
・町内には『泊駅』、『越
中宮崎駅』の２駅
・富山駅までは約50分
・第三セクター方式

朝日町の地域交通

あさひまち
エクスプレス

黒東タクシー
あさひまちバス ノッカルあさひまち あいの風とやま鉄道
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あさひまちバスの変遷

平成４年

平成９年

平成２４年

令和元年（平成３１年）

平成２６年

民間路線バスの縮小⇒廃止

平成16年「愛本・市振線」が廃止

平成19年「富山市行き高速バス」が廃止

「朝日町公共バス」運行開始

あさひまちバスの前身である公共バスが

運行を開始し、段階的に路線を増強

「あさひまちバス」運行開始

町内の移動サービスをより便利にするため、

京都大学の社会実験として運行開始

新「あさひまちバス」運行開始

あさひまちバスと朝日町公共バスを統合し、

現在のあさひまちバスが誕生

国土交通大臣表彰受賞

64ヶ月連続で一日あたりの利用者数が対

前年同月比を上回り、優良団体として受賞
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あさひまちバスの利用者推移

あさひまちバス

運行開始

新あさひまちバス

運行開始

64ヶ月連続

対前年同月比を上回る

新型コロナウイルスの流行

運行開始から利用者数は順調に推移していたものの、新型コロナウイルスの流行に伴い大幅に減少。

令和３年度は微増に転じ、今後も一人ひとりの利用回数増加、新たな需要の創出が求められます。
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あさひまちエクスプレス

〇あさひまちエクスプレス
北陸新幹線『黒部宇奈月温泉駅』と

朝日町内７ヶ所をつなぐ事前予約制の連絡バス

黒部宇奈月温泉駅発着の

北陸新幹線全便に接続

年中無休で

観光やビジネスに最適

北陸新幹線

黒部宇奈月温泉駅

朝
日IC

泊
駅

朝
日
町
役
場

五
叉
路

善
念
寺

ヒ
ス
イ

テ
ラ
ス

な
な
い
ろ

K
A
N

〇春の四重奏臨時便

≪あさひ舟川春の四重奏≫に合わせ、

観光に便利な臨時便を運行
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ノッカルあさひまち

『ノッカル』は、住民の皆様のマイカー移動を活用しながら、住民同士の助け合いの気持ちをカタチにし

た公共交通サービスです。朝日町が運営し、ドライバーはご近所さんだから安心。地元でのお出かけを

もっと気軽に、もっと手軽にし、住みたい場所に住み続けられるコミュニティを実現します。
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ノッカルは事業者との共創サービス

・交通事業者へ“運行管理業務”を委託し、行政の

負担を軽減しつつ、安全性の確保を実現している。
※予約管理業務、車両整備管理も委託

→共存を超えた共創は事業の持続可能性を高める

行政 交通事業者 住民

・運行管理等の業務負荷軽減
・専門分野のノウハウ活用

・委託費の確保による収入面での向上
・事業規模の拡大

・事業者が運行管理／車両整備管理
に協力することによる安全性確保

事業者協力型自家用有償旅客運送の全国第１号

三位一体で取り組む地域交通サービス
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利用者にとっての“ノッカル”

〇土台にある助け合いの気持ちをデジタルの力でかたちに

（ドライバーさん）

• 世代間交流が魅力です。

• 日常的なお付き合いも増え

ました。

〇住民が外出ついでに、同じ方向へ出かけるご近所さんを“のっける”新しい仕組み
→ドライバーは住民／車両は住民のマイカーだから、運行コストは最小限に抑えられる

利用者さん “好きなことを楽しめる生活”

～老後の趣味、音楽鑑賞会に参加したい～

通院でもない、買い物でもない。生活に必要不可欠な移動

じゃないから、誰かに頼みづらかった。ノッカルができて、家族へ

の気兼ねなく休日も好きな場所へ出かけられるように。

（利用者さん）

• 友人との外出が増えました。

• ドライバーさんとの会話が楽

しみです。

抱えていた“移動したい想い”の受け皿に 選択肢が広がり“気軽なお出かけ”を実現
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ドライバーにとっての“ノッカル”

70代 男性

農作業がなければ

いつでも！

60代 女性

ノッカルついでに

毎週お買い物！

60代 女性

他のドライバーが

運休時は任せて！

40代 男性

施設との連携で

移動+αの価値を！

70代 男性

ノッカルで

コミュニティ活性化！

60代 男性

人生の先輩たちへ

恩返しの気持ちで！

• 外から来た人間にとっては、「地域に認められ

る感覚」があります。

• 「ありがとう」と言ってもらえて、集落の中での役

割ができること、多少でも対価がもらえることに

達成感があります。

• 地域のお役に立てているなら嬉しいです。

• 通勤途中に一緒に行くだけなのでそんな苦にな

らないです。

マイカーで運行↓

アプリでシフト管理→

できる範囲でいい、だから続けられる＜地域貢献＞

＼たくさんのドライバーさんが活躍中／
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地域公共交通計画交通計画の方針

朝日町みんなでつくる地域交通
朝日町では、地域みんなで支え合う共助・共創の精神で地域交通を考えていきます。

交通とさまざまな分野を掛け合わせながら、移動の活性化・地域の活性化を行い、

いつまでも安心して楽しく暮らせる朝日町を目指していきます。

みんなでつくる

地域交通

地域住民
積極的に使う/支える

商業施設
外出きっかけを作る

交通事業者
交通全体を運営する

民間企業
サービスを作る

自治振興会
住民を巻き込む

医療/福祉機関
利用者に呼びかける行政

交通全体をととのえる

教育機関
子どもの移動に対応する

誰も使わないとどんどん衰退… みんなで使えば良い循環に！

運転が不安だけど

マイカーを手放せない…

家族に免許返納を

すすめにくい…

子どもの送迎が

大変… 免許返納しても

自由に移動できる！
自分が高齢になった時も

安心できる！

毎日の送迎の負担が

軽くなる！

まずは公共交通に乗ってみましょう！

・時間があるときに気分を変えてみる

・環境負荷を減らすために定期的に乗ってみる

・イベント時にお子さんと一緒に楽しく乗ってみる

乗る以外の方法で関わってみましょう！

・周囲の人に公共交通をおすすめしてみる

・ノッカルドライバーとして協力してみる

・家族や地域の人をサポートする（スマホ予約/使い方説明）

・賛助等を通してみんなで一緒に仕組みを支えてみる

デジタル決済
導入

全交通の
LINE予約

バスハイク
企画

交通利用
ポイント

おでかけの
情報発信

イベントとの
連動

ノッカルの
拡張

ダイヤの
見直し

みんなが交通を使いたくなる取り組みを行っていきます！

あさひまち
エクスプレス

黒東タクシー

あさひまちバス

ノッカルあさひまち

あいの風とやま鉄道

知っていますか？朝日町には様々な種類の公共交通があります！

みんなが
公共交通を使わない

便数や車が
減る

もっと
不便になる

みんなが
公共交通を使う

便数や車が
増える

もっと
便利になる

少しずつできることから取り組んでいきませんか？

詳しくはHPへ

朝日町地域公共交通計画



民間事業者による開発計画

＜再エネ開発計画＞＞ ＜相ノ又谷発電所の概要＞＞

朝日町が目指す脱炭素社会の実現に向けた取組

朝日町再生可能エネルギービジョン（令和元年１２月策定）において実現性が高いとされる小

水力発電のほか、陸上風力発電についても開発可能性調査が進められている。下記の開発計画以

外にも民間事業者からの問合せがあり、再エネのポテンシャルが高い地域として注目されている。
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＜温室効果ガス（二酸化炭素）実質排出量の削減目標＞

◎２０３０年度目標

・２０３０年度までに、国が目標とする４６％の削減を達成する。また、脱炭素先行地域内の民生部門

（家庭部門及び業務その他部門）の電力消費に伴うＣＯ２排出の実質ゼロを実現する。

◎２０５０年度目標

・２０５０年度までに、国が目標とするするカーボンニュートラルを実現する。

環境
エネルギーの自給
集落の活性化

社会
包括医療ケア

伝統・文化の継承

経済
課題解決・雇用創出
ものづくりの付加価値化

カーボンニュートラルの実現
2050年までに二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す

持続可能な
ライフスタイル

エネルギーの
地産地消

地域経済循環

人口・世帯将来
に応じた社会

2050年イメージ図

実現に向けた取組

■再生可能エネルギーの導入
・太陽光、小水力、風力（陸上）を中心とした再生可能
エネルギーの導入促進

・洋上風力発電の導入に向けた官民一体となった取組の推進

■省エネルギー対策の推進
・省エネルギー対策の普及啓発と取組の実践、新技術の実装
・事業所、住宅等での省エネルギー対策の推進
・公共交通の利用促進、次世代地域公共交通の実施、ＤＸ化
・廃棄物の減量化、資源化の推進

■森林吸収源対策の推進
・森林環境の整備及び保全
・公共施設等への緑化の推進

■海洋吸収源対策の推進
・沿岸海域のブルーカーボンの調査及び保全

■その他の取組
・地下水等水資源の保全及び涵養

朝日町が目指す脱炭素社会の実現に向けた取組
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朝日町が目指すDXを活用した地域の課題解決および将来像

もちつもたれつ・助け合いながら、みんなで課題を解決する町

共助・共創による課題解決で、朝日町に関わる人の幸福度を高め、夢と希望が持てる町に

朝日町内

• 住民

• 町職員

• 事業者

朝日町外

【内部×外部】
町内のアセットを生かしながら、

と共創・掛け算し、
みんなで町の課題を解決

• 交流人口

• 外部企業

• 大学

【内部×内部】
助け合い・街づくりへの参加を

能動的に起こす

【外部×外部】
朝日町を共創のフィールドとして、
様々なイノベーションが生まれる

少子高齢化・過疎化などによる、町民や町全体が抱える困りごとを、町内の共助・助け合だけでなく、町外のプレイ
ヤーと一緒に解決する。
共助の輪を広げて課題解決を行うことで、人と人との繋がりを強め、関わる人の幸福度を高める。

未来の日本のモデルとなる町へ！
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本格運用の主な概要
・町関連のイベント、お知らせ等のセグメント配信

⇒町関連の情報やお知らせを適宜配信します。事前に
受信設定することで、希望する行政ジャンルの配信だけ
を受け取ることができます。

・住民票等の請求手続がオンラインで可能
⇒従来、役場窓口で行う申請手続の一部が、公式LINE上で
も行うことが可能になりました。
（申請できる手続は順次拡充していきます。）

住民と町が双方向にやりとりできる便利なツールとし
て、今後もサービスの拡充していきます。

観光情報や移住定住サイトへの移行もスムーズです！
朝日町２大観光地あさひ舟川「春の四重奏」と「ヒスイ海岸」
についても情報も適宜配信いたしますので、ぜひ友だち登録
をお願いします。

友だち登録
はこちら

行政ジャンルごとにメニューを分割するこ
とで、簡単にほしい情報にたどり着けます
。

朝日町公式LINEアカウントによる情報配信

公式LINE 画面イメージ
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《 みらいまちラボ 》
(一社)みらいまちラボ

の立上げ、展開
「みらいまちラボ」は、地方創生や起業

家育成を目的に、令和元年５月に朝日町で

設立されました。
代表は、レオス・キャピタルワークスの

藤野英人社長が務めておられます。

活動としては、３箇月に１度、全国レベ
ルで活躍されている経営者、まちづくりの

専門家などをお招きし、議論して、相互に

学びあう「定例勉強会（セミナー）」を開
催されておられます。

◎全国の好事例を富山に！
◎富山の好事例を全国に！

Ｄａｈｒａ Ｄａｃｈａ
を活動拠点に

町内の古民家を改装し「ダーラダチャ」

と名付けられました。
ここを運営拠点に、みらいまちラボ

プロジェクト活動を行っておられます。
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◎令和２年１２月 藤野 英人氏を
特命戦略推進監として任命！



変えるんです“朝日町”
朝日町は「夢と希望がもてるまちづくり」の

実現に全力で取り組みます。

変わってきているんです。朝日町
「旅するあさひ」もご覧ください。
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